
Ⅰ．開催日時：2013年8月27日（火）　　　19：00〜 21：35
Ⅱ．会　　場：神奈川県理学療法士会事務所
Ⅲ．理事現在数及び定足数並びに出席理事数及びその氏名

理事現在数：15名
定 足 数：8名
出席理事数：11名
出席理事：秋田　裕、隆島研吾、林　克郎、大槻かおる、

惣田　洋、佐藤史子、坪内敬典、相川浩一、
露木昭彰、久保雅昭、久保木あずみ

Ⅳ．監事現在数及び出席監事氏名
監事現在数：3名
出席監事：井上　保、君嶋武司、安藤德彦

Ⅴ．第31回神奈川県理学療法士会学会長氏名
出席第31回神奈川県理学療法士会学会長：宮本真明

Ⅵ．出席事務職員氏名
出席事務職員：小野田誠子、小林和美

Ⅶ．議長の氏名
秋田　裕

Ⅷ．議　　題
第1号議題　新規事業および補正予算の承認について
第2号議題　業務執行理事の業務の分担の承認について
第3号議題　会員の資格の取得の承認について（入会の承認）
第4号議題　日本理学療法士協会事務局会議、提出議案の承
認について
第5号議題　業務執行の決定について
（事業報告及び各種団体からの依頼事項、表評者推薦事項の
承認を含む）
報告事項
・会長および業務執行理事の職務執行状況の報告について
・本会組織再編作業の進捗状況について
・その他

Ⅸ．理事会の議事の経過の要領及びその結果
（1）定足数の確認等

冒頭で議長が定足数の充足により本会議の成立を宣し
た。

（2）第1号議題　新規事業および補正予算の承認
議長の求めに応じ、事務局より2つの新規事業および補
正予算について説明があった。
これを受けて小野田事務長より、変更のあった事業につ
いて詳細な説明があった。
審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認した。

（3）第2号議題　業務執行理事の業務の分担の承認
議長の求めに応じ、各局長が分担する事業ごとの担当理
事について紹介した。
事務局　
・ニュース編集部・総務部担当理事　 　　坪内理事
・広報部・webサイト管理部　　　　　 　相川理事

学術局
・生涯学習部・臨床教育実習部　 内田理事
・学術講習部　　　　　　　　　　　 　小山理事
・学術大会部・学術誌編集部　　　　　 　露木理事
社会局
・環境支援部・スポーツ支援・健康増進部　　久保理事
・中途障害支援部・医療保険部　　　 　　岡本理事
・介護保険部・会員ライフサポート部　 　久保木理事
・公益事業推進部・発達障害支援部　　 　惣田局長
審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認した。
これを受けて井上監事より業務執行理事は自分の担当だ
けでなく、お互いの執行に緊張感をもって行っていく様
にとアドバイスがあった。

（4）第3号議題　会員の資格の取得の承認について（入会の
承認）
議長の求めに応じ事務局より会員の資格の取得について
説明があった。
前回理事会からの入会予定者251名の申請があり、審議
の結果、出席理事全員一致にて承認した。

（5）第4号議題　日本理学療法士協会事務局会議、提出議案
の承認について
議長の求めに応じ林副会長より説明あったが、提出議案
は無しとなった。

（6）第5号議題　業務執行の決定
　　（事業報告及び各種団体からの依頼事項、表彰者推薦事
項の承認を含む）
1）関連団体依頼事項について
林副会長より、事務局関係11件、社会局関係3件、学
術局関係3件、局に属さない部・委員会関係4件仮承認
済みのものを含め説明があった。
審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認した。

2）学術局
①学術大会部より第31回神奈川県理学療法学会の印刷
業者の選定について、露木理事より仮承認済である
印刷業者の選定について説明があった。
　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。
②第31回県学会における企画について、露木理事より
説明があった。
　これを受けて、第31回神奈川県理学療法士学会宮
本学会長より、1）〜12）までについて個別の詳細
な説明があった。
　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。
③学術サークル助成について佐藤局長より説明があり、
16サークルへの助成が承認された。
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3）社会局
　①県医療専門職連合会より組織運営規程第3条が改正
され、代議員として伊藤智一・廣瀬仁・鈴木謙介・
前田玲・山崎哲司の5名を追加選出することが惣田
理事より説明された。

　　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。

　②スポーツ支援・健康増進部「からだのケンサ体験パー
ク」への協賛金として5万円の拠出について久保理
事より説明があった。

　　これを受けて、安藤監事より本会としての位置づけ
について質問があり、事業内容等具体的な事を次回
事業運営会議で報告することとなった。

　　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。

　③イベント用ユニホーム　運用規則案について久保理
事より説明があった。

　　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。

　④第15回港よこはまツーデーマーチへのメディカルサ
ポートについて、久保理事より説明があった。

　　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。

　⑤その他
　　・リハビリ手帳作成委員会立ち上げについて、久保

理事より説明があった。
　　 審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認

した。
　　 これにより、予算案に追記することとなった。
　　・部会開催通知の発行について、惣田理事より説明

があった。
　　 関係者全員にメール送信時、フォーマットを作成

する事で代用可能であることとなった。
　　 審議の結果、出席理事全員一致にて承認した。
4）その他
　①隆島副会長より、各種表彰候補者推薦について説明
あった。

　　・神奈川県平塚保健福祉事務所長表彰
  武生新吾（平塚共済病院）
　　・平成25年度神奈川県公衆衛生協会長表彰
  惣田　洋（横須賀共済病院分院）
　　・平成25年度神奈川県保健衛生表彰
  隆島研吾（神奈川県立保健福祉大学）
　　 審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認

した。
　②林副会長より、公益社団法人神奈川県理学療法士会
理事会運営規定について説明あった。

　　審議の結果、原案通り出席理事全員一致にて承認し
た。

Ⅹ．報告事項
（1）会長職務執行状況報告

秋田会長より、前回理事会からの昨日までの会長職務の
執行状況が報告された。

（2）事務局業務執行状況報告
林副会長より、前回理事会から昨日までの事務局の執行
状況が報告された。
1）会員動向について
転入18名、転出16名、復会2名、休会3名、退会3名、
県内異動106名、2013年8月27日現在での会員数は
3,975名であることが報告された。

2）会計ソフトが変更され、前回理事会で、各事業毎に
予算正味財産増減計算書発行の要望があり、8月20日
現在の計算書が発行され、林副会長より報告された。

3）ニュース編集部より執行状況が報告された。
4）ウェブサイト管理部より、保守契約の見直しについて
検討中であることが報告された。

5）広報部より、本会ホームページ掲載コンテンツ内容を
検討中であることが報告された。

（3）学術局業務執行状況報告
佐藤局長より、前回理事会から昨日までの事務局の執行
状況が報告された。
1）学術講習部より、学術技能向上に関する事業について
執行状況が報告された。

2）臨床実習教育部より、ワークショップ・研修会開催に
ついて執行状況が報告された。

3）生涯学習部より、平成25年度第1回新人教育プログラ
ム研修会について執行状況が報告された。

4）生涯学習部より、平成25年度第2回新人教育プログラ
ム研修会について、本会HPではなく日本理学療法士
協会のマイページから受講の申込を開始した事が報
告された。

5）学術誌編集部より、会報「技術と研究」第42号の内
容について報告された。

6）学術大会部より、第31回神奈川県理学療法士学会の
進捗状況について報告された。

（4）社会局業務執行状況報告
惣田社会局長より、前回理事会から昨日までの社会局の
執行状況が報告された。
1）県医療専門職連合会「定例理事会」について報告さ
れた。

2）医療保険部より、執行状況が報告された。
3）会員ライフサポート部より、「休会会員・自宅会員ア
ンケート」「復職支援事業」につい執行状況が報告さ
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れた。
4）スポーツ支援・健康増進部より、「スポーツ傷害セミ
ナー」について執行状況が報告された。

5）環境支援部より、「PT・OT福祉用具スキルアップ研修
会基礎編」について執行状況が報告された。

6）介護保険部より、「訪問リハビリテーション地域リー
ダー研修会」について執行状況が報告された。

7）中途障害支援部より、「障害者自立支援法に従事する
理学療法士への支援事業」について執行状況が報告
された。

8）発達障害支援部より、「理学療法セミナー」「特別支
援学校教諭に対する講義と実技」について執行状況
が報告された。

9）公益事業支援部より、「ヨコハマ・ヒューマンテック&
テクノランド」「公開セミナー」「かながわ健康フェア」
について執行状況が報告された。

10）その他
①隆島副会長より、災害対策委員会の平成25年度事
業内容と展望について、今後のスケジュールが報
告された。

②秋田会長より、組織再編作業について執行状況が
報告された。

　これを受けて、9月10日の理事会にこの原案を元に
整備し、今後のスケジュールについて林副会長よ
り報告された。

理事会報告
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いちょんと
「相手の気持ちに

なって考える」

理学療法士として2年半、

あっという間に過ぎてしま

いました。臨床3年目の4月

に「ちょいんと」の執筆依

頼を受けた時は、受けるか

を迷いました。というのも、まだ理学療法士として知識

も考え方もスキルも半人前（半という言葉を使うのもお

こがましいくらい…）ですし、何よりも私自身が「理学

療法士として決して人から褒められた過ごし方をしてき

ていない」と感じていたからです。しかし、この文章を

読んでもらうことで、他の理学療法士の一助になるなら、

また自分自身の臨床業務を振り返り、戒めるために執筆

させて頂きました。

大学を卒業して、すぐに急性期病院で働くこととなり、

主に大腿骨頸部骨折や廃用症候群を呈した患者様を多く

担当する機会を頂きました。その中で実習生の時には考

えなかった（というかそこまで考えが至っていなかった

だけかもしれないが）様々な壁に当たりました。特に

苦労したのは、認知機能の低下した患者様を受け持った

時に、「理学療法への誘導」を行うことの難しさでした。

病院の特徴として、施設から急性増悪して入院してくる

患者様が多く、特に認知症や認知機能の低下した高齢の

患者様に接する機会が多くありました。どの患者様でも

そうですが、まず初めて患者様に接した時にしっかりと

説明を行い、そこで患者様からの同意を得て行われます。

ところが患者様に一度の説明を行っても、なかなか理解

されず、こわばった表情で私の顔を見て、中にはリハビ

リ拒否をされる患者様もいらっしゃいました。当初は、

「なんでリハビリをやってくれないのだろう…」などと

悩みました。なかなかリハビリが進まない時には自分や、

時には患者様に苛立ってしまうこともありました。しか

し、そうやって数か月ある時、何日間か理学療法を行っ

た患者様の中に、私の顔を見ると笑顔を見せたり、患者

様からお話をされる方がいました。その時に気づいたの

が、「私は理学療法士として患者様のリハビリをする以

前に、まず一人の人間としてこの方と接しないといけな

い」と強く感じました。そして出来ていなかった自分を

非常に恥ずかしく思いました。

2年目になる際に現在の職場に転職しました。ここは

脳血管疾患の急性期病院で、片麻痺などの運動障害や高

次脳機能障害を呈する患者様が多く入院しています。こ

のリハビリテーション科は、私が転職する前にはなく、

「立ち上げ」から関わりました。2年目では時期尚早かと

も思いましたが、私はその時、理学療法士として患者様

に対し理学療法を行うだけでなく、医療やリハビリにつ

いてもう少し大きい視点から考えてみたいと考えていま

した。そして「立ち上げ」を経験することでこの病院・

地域でどのようなリハビリが必要とされているかリアル

タイムに考えながら経験できる機会だと考え、この職場

に転職しました。初めは、リハ科内でどういった流れで

患者様のリハビリテーションを行っていくのかという流

れを作るところから始まりました。例えば、看護の日常

業務との兼ね合い、医師やその他の職種との連携などの

臨床的なこと、また事務との連絡等どうやったら他部署

と円滑に連携できるかなど、システムを一つ一つ科内・

院内で構築していきました。「どうしてこの作業・連携

が必要なのか」を考え、意見を発言する機会を頂いてい

ます。

ただ、これらを考える上で難しかったのは、効率的で

かつ正確・安全な方法を考えることでした。時間をかけ

れば患者様と接する時間も増えますし、じっくりと評価

や治療を進めていく事もできます。しかし、その分多く

の患者様に接する時間が少なくなり、また患者様の時間

を浪費してしまう恐れや、ひいては診療費の負担もかけ

てしまいます。事務業務においても、時間をかければそ

れだけ正確で安全なものが出来ると思いますが、他のス

タッフ、他部署に過多な負担を強いてしまい、それが続

けば疲弊したり、ミスが起きたり部署やスタッフ間での

不要な軋轢を生じる原因となるかもしれません。

理学療法や病院内の業務に追われ、難しい課題が多く

て失敗して落ち込んだりした事があります。そんな時に

ある方から「自分がこの病院に入院していたら、リハビ

リを受けていたら、どう思うか考えたらいいんじゃな

い？」と言われ、救われた想いがあります。「相手の気

持ちになって考える」ってシンプルですが、実はすごく

難しいことです。3年目の今でも診療や事務業務で悩ん

だり、失敗して落ち込んだりすることがあります。しか

し、そんな時は少しでも「相手の気持ちになって考える」

の言葉を思い出しながら日々の仕事や生活を頑張ってい

きたいと誓っています。

� 西湘病院リハビリテーション科　高橋　直樹
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直立二足歩行をする
哺乳類（ヒト）

— 副産物の腰痛 —
ヒト（ホモ・サピエンス）

は常態的直立二足性（歩行）
を獲得した哺乳類、言いかえ
ると直立二足歩行が可能な生
物はヒトだけです。猿まわし
のサルも二足歩行を行います

が、膝を真っ直ぐに伸ばすことができないため、完全な「直立」
とはいえません。直立二足歩行の長所がヒトの進化につながり
ました。しかし、その反面直立二足歩行の短所もいくつかあり
ます。肩こり、膝痛、腰痛などが代表ではないでしょうか。
ヒトの脊柱の特徴として頸部、腰部の二次彎曲（前彎）があ

ります。これは四足獣の脊柱にはみられないもので、ヒトが直
立二足歩行をするための形態的適応です。首がすわるころに頸
部の前弯が、立ち上がって歩き出すころ腰部の前彎が出現しま
す。猿まわしのサルも訓練方法によっては腰部の前彎が現れる

ようです。
直立二足歩行の副産物といえる腰痛。腰痛の人は全国に2800

万人いると推定されています。40〜 60代の約4割が悩み、男女
比では4対6だそうです（厚生労働省研究班の調査）。腰痛には
いろいろありますが、一つに急性腰椎症、いわゆる「ぎっくり腰」
があります。ドイツ語では魔女の一撃Hexenschussというそうで
す。その原因の代表的なものが椎間板ヘルニアで、体重の負荷
が最も大きい第4〜 5腰椎間が好発部位であることと一致しま
す。これには腰最長筋の起始となる後上腸骨棘が背側にせり出
していることも関係あるようです。
腰痛の治療には薬物療法のほか、ストレッチやウオーキング

などの運動もお勧めだそうです。マッサージや腰の牽引の効果
ははっきりしないようです。
ストレスなど心理的影響も腰痛の原因になるようです。スト

レスはためず、魔女にも気をつけたいですね。

昭和大学保健医療学部　　解剖学　伊藤　純治
神奈川県立保健福祉大学　解剖学　柴田　昌和

解剖解剖

話話
れ
ぼ
こ

洋書よみましょ洋書よみましょ

かれこれ30年前の、西オーストラリア
大学のLaszlo教授と、当時ロンドン大学
の講師だったBairstow博士の仕事「知覚
と運動行動、発達評価と治療」をまとめ

た書籍（絶版）である。アマゾンで中古を見つけてイギリスの書
店から送ってもらった。最初の数ページに鉛筆で下線が2本書き入
れてある以外は、コンディションは非常によい。蛍光マーカーで引
きまくるクセのない持ち主の書棚で大事に保管されていたのだろ
う。ありがたい。
Laszlo教授たちは1970年以降に、子供たちの運動感覚Kineastesia
の鋭さを計測する方法（Kineastheticsensitivitytest）を開発し、80
年代に入ってそれを用いた運動発達の診断法と治療法を実践しそ
の効果を示された。計測といっても"電飾系"ではない。脳科学隆盛
の昨今からみても、当時やろうと思えばできたであろう電気信号処
理を一切挟まない。子供の上肢を他動的に動かして、その動きの
理解を角度計で測るだけである。子供に寄り添い、直接に触れて、
繰り返し動かし、声をかけ、耳を傾ける。暖かくアナログなのが、
とてもいい。大事なのは「もの」ではないのだ。
この書籍が出版された1985年の頃を思い出す。私は小学校高

学年だった。近所の公民館の斜めの屋根を使って「屋根投げ」を
してよく遊んだ。友達が屋根に投げあげたボールが屋根を転がり
落ちてくるのを落とさずにキャッチする遊びである。投げる人は
キャッチする人の名を呼び指定する。呼ばれた人はボールをキャッ
チし、投げ上げ、また誰かの名を呼ぶ。これを繰り返すわけだが、
下からはボールが転がってくる途中は見えないので、屋根のどこか
ら落ちてくるか分からない。落とせば負けで鬼になって誰かにボー
ルをぶつけなければいけない。ボールをぶつけられた人はボール
を投げ上げ、また誰かを指名する。ボールを落としても、ぶつけ
られても負けになる。Laszlo教授によれば、6歳から12歳にかけて、
ボールキャッチのミスは1年毎に半減する。そして同時に運動感覚
の鋭さも向上してゆくという。確かに、あの「屋根投げ」で、年下
の名を呼ぶとすると、指名された彼がもしキャッチに成功すれば、
今度はそのひ弱な腕で投げ上げるボールの低さによってすぐに落
下してくるボールキャッチに逆指名されるリスクがあることを感じ
取っていた。誰も屋根の下から離れたくても離れられない過酷な
遊びのなかで、私たちは誰の名を呼べばよいかという状況判断能
力と、運動感覚を磨いたのだろう。
大事なことは、目に見えない（制御の）プロセスを図式化し、そ

れを構成する理論的要素に対応する（計測する）ことである。運
動のフィードバック制御理論にもとづいて、検査と診断、訓練効
果の判定を行うことを主張するのが本書の筋書きである。盲目的
に検査測定を繰り返してもダメである。目的を自覚するためには基
礎になる仕組みについての理解（理論）と言葉が必要なのである。
いまは故人となられたLaszlo教授であるが、当時としては最先端
を行き過ぎていたのではないかと思わせるくらいに、その主張は
今でも骨太だと私には思える。このセラピーはLaszlo法とでも呼ば
れているのだろうか？そんなことも知らない私はまだまだ低学年レ
ベルである。

昭和大学保健医療学部理学療法学科
山崎　弘嗣

著者▶Judith I. Laszlo and  
Phillip J. Bairstow

TITLE▶
Perceptual-motor behaviour
-Developmental assessment and therapy-

16

2013年11月15日発行



求人案内

介護老人保健施設　ハートケア横浜
理学療法士募集

介護老人保健施設　150床
通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション
在宅復帰に力を入れた介護老人保健施設です。
施設からは、みなとみらいが一望できます。
横浜駅から徒歩圏内、通勤に便利な環境にあります。

募集人数：2名
資 格：理学療法士
勤務内容：介護老人保健施設内における、リハビリテーション

業務
勤務時間：8：30〜17：30
休 日：4週10休制度（年間休日120日）
待 遇：220,400円（諸手当含む）〜　経験により優遇あり
勤 務 地：横浜市西区高島1-4-18
 JR・東急・京急・相鉄線　横浜駅　徒歩　15分
 横浜市営地下鉄　高島町　みなとみらい線　新高

島　徒歩5分
応募方法：電話もしくはメールにて
連 絡 先：TEL：045-440-0722

メールアドレス：webmaster@hcyokohama.jp
担 当：事務長　石井
メールアドレス：kouji.ishii@achs.jp
U R L：http://www.hcyokohama.jp

横浜つづき整形外科
理学療法士募集

横浜市都筑区のショッピングモール内にある整形外科です。当
院は肩こりからスポーツの外傷まで行っていますので、小さな
お子様から高齢者の方までご来院されます。また、向側にある
パーソナルトレーニング施設（R-BodyProject ／横浜つづき）
とも連携し、カラダのトータルサポートを目指しております。

募集人数：若干名
資 格：理学療法士免許
勤務内容：外来患者様へのリハビリ業務
勤務時間：平日9：00〜13：00、15：00〜19：00（休憩2時間）
 土日祝9：00〜13：00
 ※水曜日は休診
 ※土日祝は午前診療のみ
休 日：シフト制（応相談）、夏期・年末年始休暇、GW休暇
待 遇：月額250,000円〜 400,000円（基本給+手当）
 賞与年2回、昇給あり、交通費支給、社会保険完備
 ※リハビリ室長としての勤務も可能です。
勤 務 地：横浜市都筑区（センター北駅　徒歩1分）
応募方法：電話連絡の上、履歴書・職務経歴書を送付して下さい。
連 絡 先：TEL：03-3473-3872
 書類送付先：〒150-0012　東京都渋谷区広尾5-5-1　

広尾いがらしビル5階
担 当：管理部　堀越
メールアドレス：y-horikoshi@yokohamatsuzuki.com
U R L：http://www.yokohamatsuzuki.com/index.html
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川崎田園都市病院
理学療法士募集

当院は平成13年8月開院の療養型病院です。現在は2名の常勤理
学療法士と1名の非常勤理学療法士で医療保険病棟と介護保険
病棟のリハビリテーションを実施しておりますが、より重症化
している患者さまに対応するために急性期若しくは回復期での
経験がある理学療法士を必要としております。

募集人数：若干名
資 格：理学療法士
勤務内容：リハビリテーション室にて入院患者さまの（脳血管

疾患等リハビリテーション3・運動器リハビリテー
ション3・呼吸器リハビリテーション2を算定するた
めの）理学療法に従事して頂きます。

勤務時間：9：00〜17：00
休 日：日曜日・祝祭日
 ※ローテーション勤務
待 遇：常勤：月給250,000円以上（ご経験により基本給を

優遇）・社会保険完備（+神奈川県医療福祉厚生年
金加入）・賞与（年2回）・昇給（年1回）・年間公休
104日+有給休暇（消化率ほぼ100%）

 非常勤：時給1,800円・週2日から従事可能・週3日か
らは雇用保険加入、週4日からは常勤と同条件の社
会保険完備

 共通：交通費全額支給・職員専用駐車場完備・職
員専用送迎バスを柿生駅及び栗平駅からご利用頂
けます。（所要時間約5分）

勤 務 地：〒215-0023　神奈川県川崎市麻生区片平1782番地
応募方法：写真つきの履歴書を御郵送下さい。
連 絡 先：TEL：044-988-1118
担 当：事務長　田村　良徳
メールアドレス：y.tamura@otosiyori.com
U R L：http://www.otosiyori.com/

求人案内

医療法人社団　研医会
理学療法士、作業療法士募集

法人全体で5人のPTがわきあいあいと働くアットホームな職場
です。
頑張れば頑張った分だけ、きちんと評価します。
※勤務地については1又は2のいずれかになります。
1. 霧が丘整形外科皮フ科
　横浜市緑区霧が丘4-22-9
　TEL：045-921-8989　
2.保土ヶ谷整形外科皮フ科
　横浜市保土ヶ谷区帷子町1-44
　TEL：045-332-5901

募集人数：3人
資 格：有資格者
勤務内容：整形外科外来でのリハビリ業務
勤務時間：9：00〜19：00　休憩時間120分
 ※但し変更有り
休 日：日・祝・平日1日休み
待 遇：月給294,000円〜 340,000円
 但し新卒3年未満は月給270,000円以上
 ※業績給含む
 賞与　年2回（業績による）
 社会保険完備、交通費支給、制服貸与
勤 務 地：〒226-0016　横浜市緑区霧が丘4-22-9
応募方法：電話にてご連絡下さい。追って面接日をお知らせし

ます。
連 絡 先：〒222-0033　横浜市港北区新横浜1-22-4
 TEL：045-471-8688　FAX：045-470-4411
担 当：事務　菊池
メールアドレス：senrikai@bf.wakwak.com
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求人案内

医療法人社団もみの木　もみの木医院
理学療法士募集

通所リハビリテーション　もみの木デイケア
平成24年4月開所　利用者定員36名
当法人は、笑顔、親切、丁寧をモットーとし、患者様、利用者
様の立場に立ったサービスを提供いたします。
大和駅から徒歩4分、通勤至便。
お子様が病気の時は、医院併設の病児保育室利用可（無料）。

募集人数：2名
資 格：理学療法士
勤務内容：通所リハビリテーションでのリハビリ利用者様が何

よりも通リハに求めている、充実した個別訓練の提
供をお願いいたします。現在PT2名（うち非常勤1名）、
OT3名（うち非常勤1名）、非常勤ST2名で訓練を提供。
セラピストは、1日7〜10名程度を担当しております。

勤務時間：8：30〜17：30
休 日：日曜他1日週休2日制
 夏季休暇
 年末年始12月29日〜1月3日
待 遇：基本給　240,000円〜 300,000円
 業務手当　10,000円〜 50,000円
 精勤手当　10,000円
 扶養手当　5,000円
 通勤手当　20,000円まで
 賞与　年2回
 昇給　年1回
 育児休暇　取得実績多数あり
 加入保険　雇用、労災、健康、厚生
 退職金制度あり　勤続2年以上
 非常勤の方も歓迎します。
 時給　2,000円
勤 務 地：〒242-0016　大和市大和南2-6-17
応募方法：電話にて連絡、随時面接を行います
連 絡 先：TEL：046-205-0100
担 当：鈴木　美香
メールアドレス：mominoki_day@yahoo.co.jp
U R L：http://mominoki-day.com

横浜市立脳血管医療センター
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士募集

脳卒中を中心とした脳血管疾患や、高齢者に多い脊椎脊髄疾患
に対して高度で専門的な治療を行う病院です。

募集人数：各若干名
資 格：各職種免許
勤務内容：回復期リハ病棟および一般病棟入院患者の理学療

法・作業療法・言語聴覚療法に従事していただきます。
勤務時間：嘱　託：月曜日〜日曜日のうち週5日を原則として
 8時30分〜17時00分　
 非常勤：月曜日〜日曜日のうち週5日を原則として
 8時30分〜17時15分
 ※非常勤は、出勤日数の相談にも応じます。休日の

みの勤務も可能です。
休 日：嘱　託：4週8休。
 非常勤：勤務日数は相談に応じます。
待 遇：嘱　託：給　与
 主　任（実務経験が10年以上ある者）275,000円
 副主任（実務経験が5年以上10年未満の者）240,000円
 一　般（実務経験が5年未満の者）200,000円
 ※その他、期末手当相当額、通勤手当相当額、及び

超過勤務手当相当額支給、健康保険、厚生年金、
雇用保険あり

 非常勤：
 時給　1,864円
 通勤手当　実費相当額を支給
 社会保険　勤務日数により健康保険・厚生年金・雇

用保険・労災保険加入
勤 務 地：〒235-0012　神奈川県横浜市磯子区滝頭1-2-1
応募方法：当センターのホームページをご覧ください。
連 絡 先：嘱　託：総務課庶務係　TEL：045-753-2613

メールアドレス：by-ysbcshomu@city.yokohama.jp
 非常勤：リハビリテーション部
 PT松葉　OT遠藤　ST鶴田　TEL：045-753-2500（代）
担 当：総務課庶務係
メールアドレス：by-ysbcshomu@city.yokohama.jp
U R L：http://www.city.yokohama.lg.jp/byoin/nou/

19

2013年11月15日発行



求人案内

医療法人社団明芳会　新戸塚病院
理学療法士募集

「その人らしさを考えたリハビリテーションの提供」という理念
の下、入院から在宅生活までの支援を積極的に行っています。
入院全患者（回復期120床・療養213床）、通所・訪問・外来リ
ハを行っています。療法士数116名（PT57名）。リハ科内教育や
学会発表等の学術活動も積極的に行っています。

募集人数：5名
資 格：理学療法士
勤務内容：院内及び訪問先での理学療法業務
勤務時間：8：30〜17：30（休憩60分）
休 日：年間118日　シフト制
待 遇：給与：234,500円以上（経験考慮）
 賞与：年2回
 昇給：年1回
 寮あり
勤 務 地：〒244-0805　神奈川県横浜市戸塚区川上町690-2
応募方法：電話連絡
連 絡 先：TEL：045-822-4151
担 当：総務課　田邉
メールアドレス：sth-soumu@ims.gr.jp
U R L：http://www.ims.gr.jp/shintotsuka/

横浜市栄区医師会　栄区訪問看護ステーション
理学療法士、作業療法士募集

横浜市栄区内を中心に訪問リハビリを行っています。
リハビリ事業の充実の為、リハビリスタッフを募集いたします。
勤務日数、件数、時間など相談に応じます。

募集人数：非常勤　若干名
資 格：理学療法士作業療法士
勤務内容：訪問リハビリステーション、記録、計画書・報告書

作成
 車・自転車にて訪問
勤務時間：9：00〜17：00、時間応相談
休 日：土、日、祝日、年末年始
待 遇：1件（60分）につき4,200円
 マイカー・バイク通勤可
勤 務 地：〒247-0014　横浜市栄区公田町635
応募方法：電話にてご連絡ください。
連 絡 先：TEL：045-895-1180
担 当：野原
メールアドレス：ho-kan@sakae-med.org

20

2013年11月15日発行



訪問看護リハビリステーション　ホーム
理学療法士、作業療法士募集

20代、30代のスタッフが中心に運営している事業所で、全スタッ
フ垣根なくコミュニケーションを取ることができ、些細なこと
でも相談できる仕事がしやすい職場です。
入社時は不安を取り除けるように研修や先輩スタッフとの同行
訪問などを行っております。

募集人数：1〜 2名
資 格：有資格者
勤務内容：訪問リハビリ
勤務時間：9：00〜18：00
休 日：土・日・祝・年末年始
待 遇：【常勤】
 社員　月額26万円〜36万円
 賞与年3回（業績に応じて）
 社会保険完備
 研修期間3ヵ月
勤 務 地：〒222-0001　横浜市港北区樽町1-30-17-4F
応募方法：まずはお電話下さい。
連 絡 先：TEL：045-642-5721
担 当：事務長　田中
メールアドレス：home@goodfaith.sakura.ne.jp

デイサービスささりんどう鎌倉
理学療法士募集

デイサービスにおいて、新規でリハビリプログラムを立ち上げ
ることになりました。あなたにお願いをするのは、このリハビ
リを取り入れたデイサービス全体のプログラムの新規立ち上げ
の監修です。

募集人数：1名
資 格：理学療法士
勤務内容：デイサービスでのリハビリプログラムの導入
 特養・ショートステイの介護職員、看護職員の指導
勤務時間：9：00〜18：00
休 日：原則として土日祝日（週休二日制）
待 遇：基本給223,000円〜
 調整手当6,690円〜
 特殊業務手当10,000円
 （合計239,690円〜）
 その他扶養手当、住宅手当あり（該当者のみ）

交通費支給（上限35,000円）
勤 務 地：〒247-0074　神奈川県鎌倉市城廻270-2
 ささりんどう鎌倉
応募方法：まずはお電話ください。
連 絡 先：TEL：0467-42-3701
担 当：HRM担当　伊藤　裕一
メールアドレス：recruit@shonan-care.jp
U R L：http://business4.plala.or.jp/sasarin/index.htm

求人案内

21

2013年11月15日発行



求人案内

リハセンター　R-studio
理学療法士、作業療法士募集

リハ特化型デイサービスです。
地域において、リハビリがやりたいと思っている方へ、
PT常勤3名にて利用者さんと本気で向き合ってます。
利用者様の増加、店舗拡大を考慮し募集いたします。
地域で働きたい、将来、独立したいと思っている方。
ぜひ一緒に働き、成長をともにしていきましょう！

募集人数：1〜 2名
資 格：運転免許証
勤務内容：リハビリテーション業務
 利用者様の送迎
 能力に応じて店舗の経営・管理業務
勤務時間：8：00〜17：00
休 日：土・日、夏期休暇、年末年始
待 遇：基本給　230,000円〜（実務経験、能力にて考慮あり）
 賞与（年2回）
 食事手当（昼食弁当支給）
 扶養手当、住宅手当あり（該当者のみ）
 交通費規定内支給
 制服貸与
 ★店舗管理を担っていただける方には別途管理手当

支給
勤 務 地：〒259-1313　秦野市松原町2-8
 （小田急線渋沢駅：徒歩1分）
応募方法：電話連絡にて面接日を調整。履歴書をご持参くだ

さい。
連 絡 先：TEL：0463-71-5424
担 当：福島　努
メールアドレス：happy_island_family2106@yahoo.co.jp
U R L：http://re-ambitious.jimdo.com

リハビリテーションセンター　おとなりさん
理学療法士、作業療法士募集

ご利用者様から「おとなりさんと出会えてよかった。もっとリ
ハビリがしたい！」と言う好評の声を頂いております。訪問看護・
リハビリ、居宅介護支援事業所も併設しており、地域の病院や
クリニックとも連携し、“その人らしい"在宅生活を支えています。

募集人数：若干名
資 格：有資格者
勤務内容：リハビリテーションセンター（通所介護）のリハビ

リテーション業務
 訪問リハビリ業務
勤務時間：リハビリテーションセンターおとなりさん　
 8：00〜17：00
 訪問リハビリ・ナースステーションおとなりさん　
 9：00〜17：00
休 日：土・日完全週休二日制、夏季休暇、年末年始
待 遇：【給与】
 常　勤：給与273,000円〜※
 非常勤：時給2,000円〜※
 ※当社規定による経験・技術・能力等を含む。
 ★経験、年齢不問、車運転できない方も応相談です。
 ★非常勤は勤務時間・勤務日応相談です。
 ★訪問と通所の兼務も可能です。
 社会保険完備、昇給制度有、賞与年2回、退職金制

度有、制服貸与、車通勤応相談
勤 務 地：〒226-0025　神奈川県横浜市緑区十日市場町808-2
応募方法：電話連絡の上、履歴書をご郵送ください。
連 絡 先：TEL：045-989-3310　FAX：045-989-3309
 【履歴書送付先】
 〒226-0025　神奈川県横浜市緑区十日市場町808-2
担 当：採用担　当　宮崎
メールアドレス：nofate@able.ocn.ne.jp
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求人案内

神奈川県総合リハビリテーションセンター
理学療法士募集（産休・育休代替職員）

当センターでは心身に障害のある方々に対し、医学、教育、職業、
社会福祉等各専門分野の英知を結集し、残存機能の回復、潜
在能力の開発・助長、社会生活力の獲得等、社会復帰へのあら
ゆる可能性を明らかにするため、診断、治療、看護、リハ訓練
等を一貫して行い、早期社会復帰を図れるよう支援しています。

募集人数：3名
資 格：理学療法士免許
勤務内容：病院における理学療法士業務
勤務時間：8：30〜17：15
休 日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始6日
待 遇：【月額（職務手当含む）】大卒：193,200円　短大卒：

185,800円
 ※上記金額は新卒者の場合。既卒の方は経験年数

を加算して初任給を算定。社会保険完備、有給休
暇有り。交通費全額支給。

勤 務 地：〒243-0121　厚木市七沢516　当センター内の病院
での就業

応募方法：電話連絡の上、写真付履歴書を送付
連 絡 先：〒243-0121　厚木市七沢516
 TEL：046-249-2240　FAX：046-249-2247
担 当：総務職員課　藤岡、葛島
メールアドレス：shokuin@kanagawa-rehab.or.jp
U R L：http://www.kanagawa-rehab.or.jp

麻生総合病院
理学療法士、作業療法士（中途採用・経験者）募集

麻生総合病院、脊椎脊髄病腰痛センター、人工透析センター
診療科目：内科　外科　整形外科　脳神経外科　泌尿器科　

眼科　形成外科　耳鼻咽喉科　麻酔科　放射線科　
リハビリ科　病床数：199床（一般）

施設　基準：脳血管疾患（I）運動器疾患（I）呼吸器疾患（I）入
院リハ・外来リハ

※スポーツリハビリも実施しています。

募集人数：各2名
資 格：各療法士免許
勤務内容：急性期リハビリを実施しております。
勤務時間：8：45〜17：15［実働7.5時間］
休 日：完全週休2日制及び祝日、年末年始休暇
待 遇：法人規定により優遇［経験考慮します］
 昇給：年1回　賞与：年2回
 社会保険完備［厚生年金・健康保険・労災・雇用保険］
勤 務 地：〒215-0021　神奈川県川崎市麻生区上麻生6-25-1
応募方法：管理本部総務課までご連絡後、書類ご郵送願います。
連 絡 先：〒215-0021　神奈川県川崎市麻生区上麻生6-25-1
 医療法人社団　総生会　管理本部総務課
 TEL：044-986-0942　FAX：044-988-0878
担 当：管理本部総務課　波多野
メールアドレス：soumu@souseikai.net
U R L：http://www.souseikai.net/

求人情報はホームページでも確認できます。
http://www.pt-kanagawa.or.jp/members/job-offer/

復職支援実務研修のお知らせ
目 的：臨床から離れたことにより復職に不安を感じている

方に、現場での研修を通じて自信をつけてもらうこ
とを目的とした研修です。

対 象 者：離職中の神奈川県理学療法士会会員（復職先が決
まっている方は対象外）

研 修 先：希望の地域、職域（回復期、訪問リハなど）を元に
相談させていただきます

 ※研修先として確約いただいている施設はホーム
ページに掲載しています

期 日：5時間×5日間分（連続5日間でなくてもOK。期日や
研修の方法は相談して決めます）

 1日のみの研修も相談に応じます
受 講 費：5,000円
申込締め切り：平成26年2月14日
問い合わせ先：下記までメールでお願いします。
 詳しくは県士会ホームページをご覧ください
 lifesupport@pt-kanagawa.or.jp
 （会員ライフサポート部　寺尾）
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本号が発行される11月には秋も一段と深まっていることと

思いますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？

小学校の算数、日本にいながらの英会話…「これをやるの

に何の意味があるんだ？」と苦手の意趣返しに問いたくな

る経験は誰にでもあることです。ただその一方で、必要に

迫られたことばかり行っていても日々の生活や人生は味気

のないものになってしまうことでしょう。一見、直接的な

意味を持たないことというのは私たちの日常を豊かにして

くれるのだと最近感じます。もちろん、例に挙げた算数は

論理的思考能力の形成に必要ですし、英会話にしても観光

立国を目指す日本を訪れる外国人へのおもてなし（東京五

輪開催決定以来の流行語になってしまいましたね）に欠か

せないものでしょう。あるいはそうした意味付け以上に、

問題が解けたりそれに至る過程を理解できたりした喜び、

外国語ではこんな表現になるんだというような「ヘェ〜」

体験は、仕事や家事に追われる時間のスパイスになります。

直面している問題の解決のヒントになったこともあります。

「で？だから？それが何の役に立つの？」と突っ込まずに、

ムダなように見えることもやってみる余裕を持ちたいもの

です。� 加茂野

編 集 後 記
次号の原稿締め切りは12月6日です。

昭和大学保健医療学部理学療法学科（ニュース編集部宛）

FAX 045-985-7584
news-hensyubu@pt-kanagawa.or.jp
〈原稿は添付ファイルでお願い致します〉

※原稿受取確認を希望する場合は開封確認機能をご利用
下さい。円滑な編集作業へのご理解とご協力よろしく
お願い致します。

－求人広告掲載についてのお知らせ －
求人広告はホームページの求人掲載方法からお申
込下さい。
ホームページ：http://www.pt-kanagawa.or.jp/
お問合せは下記迄お気軽にお寄せ下さい。

◦宛先
〒220-0003横浜市西区楠町4番地12アーリア20101号
神奈川県理学療法士会事務局内　広告担当宛
TEL.045（326）3225／ FAX.045（326）3226
メールアドレス：kohkoku@pt-kanagawa.or.jp
受付時間：平日　10：00～ 17：00

●お詫び●

士会ニュース No253 において誤植がありました。
P2　「活動報告　神奈川県三士会長協議開催」において、誤
植がありました。

誤：総務部長　木下尚久（介護老人保健つくしの里）
正：神奈川県理学療法士会　事務局担当理事　相川浩一

関係者の皆様にはご迷惑をおかけしましたことを、お詫びい
たします。

❖ニュース編集部員❖
担当理事：坪内　敬典（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校）
部　　長：加賀谷善教（昭和大学保健医療学部）
部　　員：中村　大介（昭和大学保健医療学部）
　　　　　山崎　弘嗣（昭和大学保健医療学部）
　　　　　稲葉　康子（昭和大学保健医療学部）
　　　　　加茂野有徳（昭和大学保健医療学部）
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